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１．緒言 

サレジオ工業高等専門学校（以下「サレジオ高

専」）では,国立研究開発法人科学技術振興機構

（JST）の国際青少年サイエンス交流事業である

「さくらサイエンスプログラム」に採択され，実施

初年度の 2014年から毎年複数の交流企画を実施し

てきている．2023 年度は C:科学技術研修コース

（S2023F0800642)へ申請・採択され,「東ティモー

ル」との交流プログラムが 2024 年 2 月 6 日から 2

月 15 日の間にサレジオ高専にて実施された． 

今回招聘した東ティモールの教育機関は，”Don 

Bosco Technical High School, Fatumaca”

と”Don Bosco Technical High School, Maumali 

- Maliana”の２校である．２校からは学生 10名，

教師 2名の合計 12名が 10日間の日程で来日した．  

今回は,本国際交流企画で実施したモノづくり

教室での「東ティモール人学生の技術力と日本人

学生とのコミュニケーション」を明らかにするこ

とを目的とした調査結果を報告する． 

 

2．国際交流企画でのモノづくり教室 

今回の国際交流企画では,10 日間の日程でサレ

ジオ高専の施設見学や研究室訪問，モノづくり教

室，学外での企業見学，大学講師による講義などを

実施した． 

モノづくり教室の目的は「モノづくり教室を通

じて，コミュニケーションをとりながら技術力を

高める」ことである.モノづくり教室で使用した組

み立てキットは，サレジオ高専オリジナルの自律

走行型ロボット「落ちない君」である. 

 

 
図① 自律走行型ロボット「落ちない君」 

 

3．調査方法と結果 

3.1．調査方法 

調査は本研究の目的に対応する質問紙を用い,

モノづくり教室後に実施した.調査対象は本企画

に参加した東ティモール人学生 10 名である． 

本アンケートは, 4 段階評価による質問と自由

記述による質問の計 11 項目である。4 段階評価に

よる質問は最高評価を「4」とし,最低評価を「1」

とした. 

 

3.2．調査結果 

 図②は技術教育に関するデータを示している．

また，図③は「日本人学生と積極的にコミュニケー

ションをとれたか 」の質問に対する回答結果を示

している．そして図④は「完成したロボットは上手

く動いたか」という質問に対する回答結果を示し

ている。 

 図②の通り，「プログラミング作成は上手くでき

たか」という質問では, 2 割は否定的な意見であっ

たものの，8 割は肯定的な意見であった.「ロボッ
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トを組み立てるときに工具をうまく使用できたか」

に対する回答では,全員が肯定的な意見であり，調

査対象者 10 人中 8 人が「4」の評価であった．こ

れら 2 つの結果から，ほぼ全員が技術的な教育を

受けきていることが分かる.しかし,プログラミン

グについては多少の苦手意識があることが分かっ

た. 

 

 

 

 

 

 

 

 

図② 技術教育に関するデータ 

 

図③の「日本人学生と積極的にコミュニケーシ

ョンをとれたか」という質問では,3 割は否定的な

意見であったものの，計 7 割は肯定的な意見だっ

た.以上より,過半数の学生が積極的にコミュニケ

ーションをとれていることが分かった. 

 

 
 

図③ 「日本人学生と積極的にコミュニケーショ

ンをとれたか」の質問に関する回答 

 

 図④の「完成したロボットは上手く動いたか」と

いう質問では,全ての学生が肯定的な意見であっ

た.以上より,東ティモール人学生は自分の専門分

野について、基礎が理解できていることが分かっ

た。 

 

 
 

図④ 「完成したロボットは上手く動いたか」の

質問に関する回答 

4．結言 

 以上のアンケート結果より, 国際技術教育プロ

グラムに参加した東ティモール人学生の技術教育

力は高いことが分かった.しかし,プログラミング

に対しては少数の学生は苦手意識があることが分

かった。そのため，次回はプログラミングを実施す

る際に手順書を準備するなど，モノづくり教室の

満足度を高める工夫をしていきたい． 

 また，日本人学生とのコミュニケーションにつ

いては，過半数以上の学生が積極的にとっていた

が，少数の学生はあまり積極的ではなかった．今後

は日本人学生が積極的に話しかけることで，コミ

ュニケーションをとりやすい雰囲気や環境を作る

ことが大切である． 

 全員が最高評価をしたのは，ロボットが上手く

動いたかという質問であった．これは難易度が低

かった可能性も考えられる．更なる満足度のため

には難易度を上げる必要もあるかもしれない． 
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